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林業研究・技術開発推進ブロック会議育種

分科会と特定母樹等普及促進会議を開催

表紙タイトル写真

福島県林業研究センター、福島森林管

理署、福島県農林種苗農業協同組合と

林木育種センターが共同で設定したス

ギエリートツリーの共同植栽試験地。

現在、7年生。成長は良好で、植栽 2
年後にエリートツリー由来の実生苗の

平均樹高は約 2mに到達しました。

9月から10月にかけて、林業研究・技術開
発推進ブロック会議育種分科会を、林野庁と

（国研）森林研究・整備機構の共催により開催し

ました。この会議は、林野庁、林木育種セン

ター、都道府県等の連携による林木育種の推進

を目的として毎年、北海道、東北、関東・中部、

近畿・中国・四国、九州の5ブロックで開催し
ています。今年度も新型コロナウイルス感染拡

大防止の観点から、オンライン開催の方法で行

いました。

林木育種センターからは、優良品種の開発・

普及の状況等に加え、昨年度公表した「用土を

用いない空中さし木法によるスギさし木コンテ

ナ苗生産マニュアル」、「コウヨウザンの特性と

増殖マニュアル」を作成したこと等について説

明しました。

また、北海道、東北、近畿・中国・四国ブロッ

クについては、この会議と併せて特定母樹等普

及促進会議を開催し、特定母樹の普及等につい

て議論を行いました。

このほか、関西育種場ではオンライン会議

ではありますが林木育種技術講習会を開催し、

ヒノキミニチュア採種園の管理方法として、

断幹・剪定について説明しました。特に、今

回の講習会では、会議資料の説明だけではな

く、実際に関西育種場内のヒノキ採種園にあ

る採種木を使い、スマートフォンで動画を撮

影しながら（写真）、その映像をオンライン会

議の参加者にリアルタイムでお見せするとい

う方法で行いました。どうしても会議資料だ

けでは伝えきれない、実際の採種木を使った

剪定方法を見せることにより理解を深めるこ

とができたようです。

なお、関東地区特定母樹等普及促進会議は7
月にオンラインで開催し、主にスギ特定母樹等

の選抜状況や改良効果について説明し、林野

庁、都県等の関係機関、民間事業体が参加し、

意見交換を行いました。

令和3年8月31日、森林バイオ研究センター
でプレスリリースを行い、日本経済新聞や日本農

業新聞ほか業界紙などでも取り上げられました。

林木の品種改良には交配と優良系統の選抜か

らなる地道な作業が必要で、世代の更新（次世代

化）に10年単位の時間を要します。一方、DNA
切断酵素を利用して、狙った遺伝子領域だけを

特異的に改変する「ゲノム編集技術」は、育種

期間を大幅に短縮する新技術として注目されて

きましたが、針葉樹での利用はこれまでに報告

されていませんでした。森林総合研究所森林バ

イオ研究センターは、森林総合研究所、農研機

構、横浜市立大学と共同で、CRISPR/Cas9シス
テムをスギに最適化することで、世界で初めて

針葉樹のゲノム編集に成功しました。

本研究成果は、国際科学雑誌『Scientific 
Reports』オンライン版（8月10日付）に掲載さ
れました。

プレスリリースの詳細は、当センターホーム

ページからご覧いただけます。

https://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/research/
documents/sugigenomu.pdf

（企画部　育種企画課　橋本　光司）

【プレスリリース】

世界初 スギのゲノム編集技術を開発

－針葉樹の品種改良の期間を
大幅に短縮する新技術として期待－

写真　スマートフォンを使った動画配信の様子

間伐材用紙を使用しています


